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る都市 農村の関係性や、 それぞれの地域的特性は従来の「西欧型」理論で は包含できない。 耕地
の区画割が都市空間を基底し、境界域が不明確なスプロール状況 は、基盤整備が追いつかない急速
な人口増加や計画規制力 の不十分さなどによる部分も大きいが、それだけでは説明ができない。一
方で近代的な都市更新が急速に進められているが、その中 に埋 め込 まれた市街地内部で の混住 （職
住近接、民族住み分け、用途混合）型市街地空間の構成も固有の ものである。近代化によるゾーニ
ングの一 方で、適切な用途の混在 も同時的に発生する動的な地域の捉え方が必要である。20 世 紀の
後半で みると、西欧 の都市 と農村 とを明確に区分する概念はむしろ特殊解ではないか。ジェイコプ
スの指摘を待つまでもなく、いわゆる近代化による効率的、画一的な都市環境の形成 を超えた、地
域の特性、資源に依拠した構想が求めら れている。 また同時に、たとえばスラムは「問題ではなく
解決（ターナー）」、「developingvillages(Johnson ）」と提起されるように、持続的な発展形のプロセ
ス（生生流転）の中で捉えることも求められよう。
当面検討 すべき地域課題を以下に示す。1
）「定住圏」概念の検討 （日本の全国総合計画などの事例研究 より）
Fujii:StrategicImprovementwithSustainableMulti-habitationinAsianMega-cities 299
日本における開発経験を比較検証することも、従来の効率優先、経済開発先行型の事業展開の課
題を明らかにする意味で重要である。中でも、定住圏構想が提案された背景（流域圏、生態圏地方
分権、地域主義）とその展開をフォローする必要がある。2
）都市と農村の関係性を重視する定住環境形成について
都市と農村の区分が不明瞭な今日の拡大型都市的環境の見直しが求められている。現実のアジア
大都市圏の市街地形成をみるとき、計画理念としてのコンパクトな市街地形成の考え方について一
定の評価はできるが、費用、規制、合意等で明らかに限界がある。むしろ現在のストックの修復を
主とした戦略を展開する中で、日本やアジアの都市に典型的にみられる混住型を積極的に評価して
いく必要がある。モータリゼーションの発展、情報化の進展を考慮すると、首都への集中を緩和す
ることも含めて、既存集落周辺や農地緑地に近接し、工場等の職場が整備された適切な市街地の分
散的展開（田園都市的、エッジシティ的発想）に可能性を求めることが望ましいのではないか。大
都市圏の中での適切な「住み分け」の可能性を追究すること、現在の開発エネルギーを地域主体の
インセンティブを活かしつつ適切な方向に向けること、が求められる。たとえば、定住圏を各地域
間のモザイク状の地域単位とそのネットワーク的連携のなかで捉え、各地域のインセンティブを生
かすことで、「なるようになる（今西錦司）」世界の構築が構想される。3
）市街地内部での定住環境形成について
急速な都市更新とスラムの拡大はいずれ停滞期を迎える。都市内に埋め込まれたインフォーマル
セクターはアジア大都市の空間を特徴づけているが、この動向に着目する必要がある。同時的に福
祉社会、環境循環型社会への模索も開始されているが、ハード面ではこれらを反映した近代的な市
街地（オフィス群、マンション、団地）、歴史的な混住市街地、スラムの今後の空間的変化を動的に
とらえ、人間居住のもつ本来的な社会性と地域との関係を見直す中で、広い意味での混住型環境の
あり方を追究すると共に、各地域（地区）単位の自立的な活動と、ネットワークを通じた都市全体
との相対的関係性も視野にいれた複雑系のモデルを構築する必要がある。
